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5
月
1
0
日
㊤
東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
開
催

日
時

場
所

会
費

5
月
1
0
日
(
土
)
講
演
会

帖
時
化
分
~
1
6
時

総
会
・
懇
親
会

1
6
時
~
1
9
時

東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
(
麹
町
日
本
テ
レ
ビ
隣
)

一
般
/
一
万
円
(
年
会
費
二
,
〇
〇
〇
円
を
含
む
)

学
生
・
院
生
(
社
会
人
を
除
く
)
/
三
“
〇
〇
〇
円
(
同
君
)

在
」
只
日
豊
会
総
会
は
、

4
0
回
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
幹
事
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
は
、

絵画の展示コーナー

岩手の地酒で鏡開き

本
年
は
、
総
会
に
先
立
っ
て
、
皆

さ
ん
も
N
H
K
ニ
ュ
ー
ス
で
よ
く
ご

覧
に
な
っ
た
5
1
年
卒
の
N
H
K
前
モ

ス
ク
ワ
支
局
長
(
現
N
H
K
解
説
委

員
)

の
石
川
一
洋
君
に
、
「
プ
ー
チ

ン
と
メ
ド
ベ
ー
ジ
ュ
フ
」
と
題
し
て
、

変
貌
を
遂
げ
る
ロ
シ
ア
の
最
新
事
情

や
駐
在
の
こ
ぼ
れ
話
な
ど
を
講
演
し

て
も
ら
い
ま
す
。

昨年の総会の記念撮影(入りきれなかった方はごめんなさい)

ま
た
、
懇
親
会
場
に
隣
接
の
別

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
同
じ
く
5
1
年
卒
の

村
井
俊
二
君
に
よ
る
絵
画
の
展
示
を

行
な
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
お
楽
し
み

下
さ
い
。

今
年
は
、
土
曜
日
の
夕
刻
の
開
催

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
ま

で
な
か
な
か
ご
都
合
が
つ
か
な
か
っ

た
方
々
も
、
ぜ
ひ
ご
出
席
い
た
だ
き
、

同
級
生
や
先
輩
・
後
輩
と
の
旧
交
を

温
め
て
下
さ
い
。
多
数
の
ご
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

託
昭
和
5
1
年
卒
で

す
。
楽
し
い
会
に

な
り
ま
す
よ
う
、

在
京
の
同
級
生
は
も
ち
ろ
ん
、
盛
岡

の
同
級
生
と
も
連
携
し
な
が
ら
準
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

総
会
に
は
、
盛
岡
か
ら
、
母
校
の

遠
藤
洋
一
校
長
と
白
望
同
窓
会
会
長

に
新
た
に
就
任
さ
れ
た
安
達
孝
一
会

長
の
ほ
か
、
恩
師
の
高
橋
満
先
生
、

菊
池
栄
光
先
生
、
片
山
千
賀
志
先
生

を
お
招
き
す
る
予
定
で
す
。

石川一洋(S51年卒)
82年NHK入局

秋田放送局、青森放送局
東京国際部を経て
1992年モスクワ特派員

1996年東京国際部

2002年モスクワ支局長

2007年解説委員

村井俊二(S51年卒)

87年多摩美術大学大学院修了。
89年東京芸術大学大学院修了。
「子供のお絵書きに絵画の始源を見
そこに垂直降下」して描いたrCHiLD

Wo「k」と題する-連の実験的作品
などが高く評価され、個展、グルー

プ展などで幅広く活躍している。

「
ダ
一
一
-
4
才
8
ヶ
月
」

油
彩
(
一
N
○
○
∃
×
一
∞
8
ヨ
N
8
〇
年
)

今年の幹事のS51年卒の皆さん(昨年の引き継ぎ風景)

ご
出
席
の
確
認
の
葉
書
を
同
封

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
恐
縮
で

す
が
、
4
月
2
5
日
(
金
)
ま
で
に
ご

投
函
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

(
5
1
年
卒
幹
事
一
同
)
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終
戦
の
日
の
シ
ョ
ッ
ク

「
土
人
踊
り
」
の
原
点
は
こ
れ
だ

小
川
達
雄
(
S
2
2
集
丁
)

在
京
白
壁
会
報
第
1
5
号
(
平
成
1
5
年
1
0
月
)
に
お
い
て
、
「
土
人
踊
り
』

(
現
在
は
「
猛
者
踊
り
」
と
改
称
)
の
ル
ー
ツ
を
探
る
座
談
会
を
行
い
ま

し
た
が
、
一
部
、
記
憶
違
い
な
ど
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
当
時
を
も

っ
と
も
良
く
知
る
小
川
達
雄
氏
に
御
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
昭
和
二
十
年
八
月
十
五

日
、
午
後
零
時
半
過
ぎ
の
校
庭
で
。

昭
和
天
皇
の
い
わ
ゆ
る
玉
音
放
送

〔
終
戦
の
詔
勅
〕
が
終
わ
り
、
新
田

校
長
の
短
い
訓
話
の
あ
と
解
散
。
す

る
と
四
年
生
の
生
徒
の
列
か
ら
田
村

喜
八
が
す
ぐ
横
に
出
て
、
ク
ニ
ヤ
ク

ニ
ヤ
、
奇
妙
な
踊
り
を
始
め
た
。

「
お
っ
か
し
く
つ
て
ヨ
オ
!
帝
国

政
府
ヲ
シ
テ
ソ
ノ
共
同
宣
言
ヲ
受
諾

ス
ル
旨
通
告
セ
シ
メ
タ
リ
ー
な
に
云

っ
て
ん
の
か
ヨ
オ
!
」

手
と
腰
、
足
を
は
げ
し
く
振
っ
て
、

彼
は
し
き
り
に
生
徒
た
ち
に
呼
び
か

け
た
が
、
み
ん
な
、
日
本
が
負
け
た

と
い
う
と
ん
で
も
な
い
打
撃
で
、
黙

っ
た
ま
ま
、
た
だ
見
つ
め
る
ば
か
り

で
あ
っ
た
。

そ
の
玉
音
放
送
の
こ
と
を
、
石
橋

哲
郎
教
諭
(
後
に
一
高
校
長
、
県
教

育
長
)

は
日
記
に
こ
う
記
す
。

「
-
御
一
語
一
語
肺
腑
に
氷
の
如

く
し
み
わ
た
る
。
溢
れ
く
る
涙
、
せ

き
上
げ
る
痛
恨
、
刃
の
如
く
心
底
を

突
く
。

つ
づ
い
て
内
閣
告
諭
あ
り
、
終
っ

「土人」の行進

て
学
校
長
は
た
だ

「
八
月
十
五
日
、

こ
の
目
を
忘
れ
る
な
」
と
、
締
め
つ

け
ら
れ
た
思
ひ
に
や
っ
と
口
を
開
い

た
如
く
全
校
生
徒
に
叫
ぶ
。

四
年
の
生
徒
達
の
す
す
り
泣
き
の

声
が
き
こ
え
る
。
動
員
学
徒
と
し
て
、

必
勝
の
敢
闘
を
純
情
を
以
っ
て
捧
げ

来
た
彼
等
だ
。
空
爆
の
死
地
に
身
を

挺
し
彼
等
に
は
真
に
殉
国
に
燃
ゆ
る

小川達雄氏(S22年卒)

新制盛岡一高になった昭和23年の「土人踊り」。写真前列中央の青龍刀を

持っているのが酋長の田村喜八氏(S22年卒/写真提供)。最初の「土人踊

り」は、昭和21年5月24日に行われた第66回大運動会で披露され、その原

点は昭和20年8月15日の玉音放送で受けた生徒の衝撃であった

思
ひ
の
み
が
あ
っ

た
の
だ
。
」

(
『
と

ん
ぼ
め
が
ね
』
)

わ
た
し
た
ち
四

年
生
は
気
が
抜
け

て
し
ま
い
、
誰
も

泣
い
た
者
は
い
な

か
っ
た
。
熱
い
日

盛
り
で
あ
っ
た
の

に

「
氷
の
如
く
」

だ
の
、
ど
う
も
実

際
と
は
違
う
。

「
こ
の
日
を
忘
れ

る
な
」
と
叫
ん
だ

の
は
翌
日
、
岩
山

で
開
墾
作
業
が
始

ま
る
前
の
演
説
、

水
戸
っ
ほ
の
教
頭

の
こ
と
で
、
新
田

信
寛
校
長
は
「
大
御
心
を
戴
し
て
泰

平
の
御
代
を
」
と
、
領
さ
な
が
ら
云

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
種
の

美
文
で
、
そ
の
当
時
の
常
識
で
固
め

ら
れ
て
い
た
。

さ
て
翌
昭
和
二
十
一
年
五
月
二
十

四
日
金
曜
日
、
第
六
十
六
回
大
運
動

会
実
施
(
十
三
日
は
準
備
整
わ
ず
開

校
記
念
式
典
の
み
)
。
五
年
生
と
も

な
れ
ば
自
由
が
き
き
、
昼
近
く
樋
法

皇
之
、
高
橋
暁
に
誘
わ
れ
て
学
校
に

行
く
と
、
ち
ょ
う
ど
、
ホ
ウ
、
ホ
ウ

と
甲
高
い
叫
び
声
で
、
体
じ
ゅ
う
泥

絵
の
具
を
塗
り
た
く
っ
た
奇
妙
な
土

人
の
一
団
が
、
次
々
、
次
々
に
繰
り

込
ん
で
く
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

腰
に
は
蓑
の
よ
う
な
藁
の
よ
う
な

得
体
の
し
れ
ぬ
も
の
を
提
げ
て
、
穂

先
ま
で
つ
い
た
槍
、
顔
は
ひ
ど
く
汚

し
て
、
誰
だ
か
い
っ
こ
う
に
わ
か
ら

な
い
。

ノ
ー
ナ
マ
ニ
ヤ
サ
バ
ヤ
ン
プ
ー
ニ

ヤ
、
ノ
オ
ナ
マ
ニ
ヤ
サ
バ
ヤ
ン
プ
ー

ニ
ヤ
ン
、
ラ
サ
サ
ー
ヤ
サ
ー
ヤ
ゲ
ー
、

(
用
務
員
か
ら
の
伝
授
、
と
い
う
)

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
謡
か
、
や
た

ら
怪
し
げ
な
調
子
で
う
た
っ
て
、
校なつかしい白聖域

庭
に
ぐ
る
り
、
円
陣
を
か
い
て
座
る

と
、
酋
長
の
田
村
喜
八
が
や
お
ら
立

ち
上
が
る
。
天
を
仰
い
で
呪
文
を
唱

え
る
と
土
人
達
は
い
っ
せ
い
に
地
に

ひ
れ
伏
し
た
。

円
陣
の
真
ん
中
に
は
、
い
つ
の
間

に
か
数
人
が
居
て
、
爆
竹
を
鳴
ら
し
、

発
煙
筒
を
焚
く
。
科
学
班
の
連
中
だ
。

く
ね
く
ね
、
丸
く
太
っ
た
田
村
が
踊
り
、

足
取
り
重
く
弦
月
の
下
、
鳥
の

尾
羽
根
を
つ
け
た
お
前
た
ち
は
ど

こ
へ
行
く
の
か
?

弁
論
部
の
小
平
勝
美
が
、
な
に
か

荘
重
な
詩
を
唱
え
始
め
た
。
校
庭
を

取
り
巻
い
て
立
ち
並
ん
だ
観
客
か
ら

は
、
最
初
か
ら
ド
ッ
と
笑
い
声
が
上

が
る
中
で
、
わ
た
し
は
あ
の
終
戦
の

日
の
、
ク
ニ
ヤ
ク
ニ
ヤ
踊
り
を
思
い

出
し
て
い
た
。
田
村
喜
八
の
あ
れ
が
、

こ
の
原
点
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
に

し
て
も
、
飛
ん
で
も
な
い
こ
と
を
始

め
た
も
の
で
あ
る
。

い
ま
田
村
と
話
す
と
、
負
け
て
し

ま
っ
て
神
経
が
お
か
し
か
っ
た
と
し

き
り
に
云
う
。
肝
入
り
は
吉
田
清
志
、

そ
れ
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
部
の
仲
間
、
弁

論
部
の
野
中
隆
弥
が
宮
沢
賢
治
か
ら

作
詩
し
て
小
平
朗
読
。
だ
ん
だ
ん
、

同
級
生
の
名
前
が
上
が
っ
て
来
た

が
、
し
か
し
、
こ
と
の
始
ま
り
は
、

虚
脱
状
態
か
ら
の
自
己
主
張
で
あ
っ

た
の
は
た
し
か
で
、
こ
れ
で
自
分
を

な
ん
と
か
取
り
戻
し
て
い
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

こ
れ
は
盛
岡
中
学
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
語
る
好
個
な
例
、
と
い
え
る
か
も

し
れ
な
い
。
※
田
村
は
応
援
団
長
。
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国
喜
一
≡
≡
)
一
芸
・
≒

在
山
羊
自
重
会
文
化
活
動
と
し
て
、

平
成
2
0
年
度
も
「
中
世
城
郭
探
訪
の

集
い
」
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
1
回

目
の
見
学
会
は
次
の
要
領
で
行
い
ま

す
。
城
に
興
味
の
な
い
方
で
も
、
浩

然
の
気
を
養
う
ハ
イ
キ
ン
グ
と
思
っ

て
御
参
加
下
さ
い
。

○

期
日
‥
4
月
1
9
日
(
土
曜
・
雨

天
中
止
)

○
見
学
先
‥
滝
山
城
跡
(
八
王
子

市
)

○
集
合
場
所
‥
取
東
京
駅
中
央
線

(
1
番
及
び
2
番
線
)
ホ
ー
ム
北

端
階
段
付
近
(
神
田
駅
寄
り
)

○
集
合
時
刻
‥
午
前
8
華

○
行
動
‥
0
0
‥
4
0
東
京
駅
発
-

0
0
‥
3
8
八
王
子
駅
着
-
0
0
‥
5
7
八
王

子
駅
発
(
バ
ス
)
-
昼
食
を
挟

ん
で
見
学
(
軽
食
を
持
参
し
て

下
さ
い
)
寸
八
王
子
駅
へ
移
動

(
バ
ス
)
後
、
解
散
(
概
ね
午
後

3
時
頃
)

※
解
散
後
、
八
王
子
駅
前
に
て
懇
親

会
(
有
志
)

○
経
費
‥
東
京
駅
-
八
王
子
駅
間

の
運
賃
(
片
道
7
8
0
円
)
、
バ
ス
代

(
往
路
3
3
0
円
、
復
路
3
了
0
円
)

○
服
装
‥
軽
装
。
険
し
い
所
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
未
舗
装
路
を
散

策
し
ま
す
の
で
、
歩
き
易
い
靴

で
お
出
で
下
さ
い
。

○
見
所
∵
水
禄
1
2
年
(
1
5
6
9
)
、

小
田
原
攻
め
の
た
め
に
甲
斐
を

出
た
武
田
信
玄
か
、
そ
の
途
中

に
血
祭
り
に
あ
げ
よ
う
と
し
て

滝
山
城
を
攻
め
た
が
撃
退
さ
れ

て
お
り
、
勇
猛
な
武
田
勢
を
寡

兵
に
て
退
け
た
北
条
流
築
城
術

の
粋
を
集
め
た
堅
い
守
り
の
実

態
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
日
本
最
大
級
の
中
世
平

山
城
の
一
つ
で
あ
り
、
現
在
は

城
域
の
一
部
が
都
立
滝
山
自
然

公
園
と
し
て
管
理
さ
れ
て
お
り
、

ハ
イ
キ
ン
グ
・
コ
ー
ス
も
設
定

さ
れ
て
い
る
。

○
参
加
申
込
‥
在
京
日
豊
会
事
務

石垣山城跡の井戸曲輪でのスナップ。石垣山から

は小田原城や小田原市街が-聖に傭轍できた

滝山城跡の碑

○

局
に
4
月
1
7
日
(
木
)
ま
で
に

お
申
込
み
下
さ
い
。

そ
の
他
‥
現
地
集
合
及
び
解
散

で
も
構
い
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、

参
加
申
込
み
時
に
そ
の
旨
お
申

し
出
戴
き
、
当
日
0
0
‥
4
0
ま
で
に

Ⅲ
八
王
子
駅
改
札
口
付
近
に
お

出
で
下
さ
い
。

S
石
垣
山
城
見
学
後
記

昨
秋
H
月
1
7
日
(
土
)
、
好
天
の
下
、

石
垣
山
城
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

東
海
道
線
早
川
駅
で
下
車
後
、
小
田

原
城
攻
城
戦
の
最
中
に
病
没
し
た
秀

吉
配
下
の
武
将
堀
秀
政
の
墓
所
に
詣

で
た
後
、
み
か
ん
畑
を
縫
う
よ
う
に

続
く
道
を
登
っ
て
石
垣
山
城
を
目
指

し
ま
し
た
。
辿
り
着
い
た
城
跡
か
ら

の
眺
望
は
絶
景
で
、
眼
下
の
小
田
原

市
街
は
も
と
よ
り
、
相
模
湾
の
向
こ

う
に
遠
く
三
浦
半
島
を
望
む
こ
と
も

出
来
ま
し
た
。

総
石
垣
作
り
で
あ
っ
た
城
の
石
垣

は
関
東
大
震
災
で
あ
ら
か
た
倒
壊
し

ま
し
た
が
、
こ
の
城
の
白
眉
と
も
い

う
べ
き
井
戸
曲
輪
の
石
垣
は
、
四
百

年
以
上
も
前
の
姿
の
ま
ま
に
残
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
井
戸
は
淀
君
が
使

っ
た
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
参
加
し

た
女
性
陣
は
、
今
も
水
を
湛
え
て
い

る
井
戸
の
底
ま
で
降
り
て
水
に
触

れ
、
そ
の
時
代
を
彩
っ
た
悲
劇
の
ヒ

ロ
イ
ン
の
生
涯
に
思
い
を
い
た
し
て

お
り
ま
し
た
。
写
真
は
、
そ
の
井
戸

曲
輪
内
で
の
ス
ナ
ッ
プ
で
す
。

そ
の
後
山
を
下
っ
て
、
箱
根
湯
本

駅
近
く
の
早
雲
寺
を
訪
れ
、
北
条
五

代
の
墓
、
連
歌
師
宗
祇
の
墓
、
粋
人

北
条
幻
庵
作
と
伝
え
ら
れ
る
枯
山
水

を
見
て
、
北
条
氏
の
栄
枯
盛
衰
、
文

化
の
香
り
を
感
じ
ま
し
た
。

圃
鰯
鰹
闊
鰹
鰹
灘
鰹
擬
態

芸
術
鑑
賞
ク
ラ
ブ
鵜
の
∽
巴
O
n
B
】
嘗
○

は
昨
年
1
2
月
4
日
、
桐
生
市
の
大
川

美
術
館
で
「
松
本
竣
介
を
鑑
賞
す
る

旅
」
を
行
い
ま
し
た
。
松
本
竣
介
は

船
越
保
武
と
盛
中
の
同
級
生
で
、
昭

和
6
年
卒
。
昭
和
2
3
年
、
3
6
歳
の
若

さ
で
夫
逝
し
ま
し
た
が
、
そ
の
斬
新

で
繊
細
な
作
品
は
、
日
本
近
代
洋
画

学芸員の解説で見学

大川美術館の前で

岩手の彦部のルーツの

彦部邸。邸内には彦部
小学校児童の作品が展

示されていた

史
に
エ
ポ
ッ
ク
を
切
り
拓
い
た
画
家

と
し
て
、
近
年
、
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
川
美
術
館
は
、
こ
の
松

本
竣
介
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
知
ら

れ
、
当
日
は
学
芸
員
に
解
説
し
て
い

た
だ
き
、
見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
美
術
館
の
近
所
に
あ
り
偶

然
見
学
し
た
彦
部
邸
は
、
先
祖
が
鎌

倉
時
代
、
岩
手
県
紫
波
(
斯
波
)
郡
彦

部
郷
に
移
っ
て
彦
部
姓
を
名
乗
っ
た

と
い
わ
れ
、
い
わ
ば
彦
部
の
ル
ー
ツ

で
し
た
。
邸
内
に
は
彦
部
小
学
校
児

童
の
図
画
や
書
の
作
品
が
展
示
さ
れ

る
な
ど
、
交
流
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
う
れ
し
い
発
見
で
し
た
。
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圏
溺
躍
醗
耀

女
性
同
士
の
情
報
交
換
や
親
睦
を

目
的
に
始
ま
っ
た
「
在
京
日
豊
レ
デ

ィ
ス
全
土
は
四
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

新
し
い
出
会
い
か
ら
始
ま
る
も
の
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
あ
を
た
も
こ
の
輪

に
加
わ
り
ま
せ
ん
か
。

臆
開
催
要
項

日
時
‥
平
成
2
0
年
6
月
2
8
日
(
土
)

1
2
時
-
1
5
時
(
~
1
6
時
3
0
分
)

(
1
6
時
3
0
分
ま
で
同
所
使
用
可
)

昨年の「在京自重レディス会」(2007年6月23日・大森東急イン)

会
場
‥
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

(
私
学
会
館
=
取
線
・
地
下
鉄

市
ヶ
谷
駅

徒
歩
2
分
)

T
E
し
e
P
お
盆
i
遅
さ
(
代
)

会
費
‥
五
千
円

当
日
は
清
水
敬
子
さ
ん

(
昭
3
1
年

卒
、
元
芝
浦
工
大
教
授
)

の
「
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
開
発
夜
話
・
古
今
東
西
早

わ
か
り
」

の
楽
し
い
講
演
を
皮
切
り

に
、
お
食
事
を
し
な
が
ら
、
学
年
を

こ
え
て
親

し
く
交
流

を
は
か
り

た
い
と
悪

い
ま
す
。

在
京
お
よ

び
関
東
在

住
の
O
G

の
皆
様
の

参
加
を
お

私たちが今年の幹事です

待
ち
し
て
い
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
左
記
担
当
幹

事
ま
で
、
住
所
、
氏
名
、
卒
業
年
度
、

電
話
(
F
A
X
)
番
号
重
電
話
ま
た
は

F
A
X
に
て
6
月
1
5
日
(
日
)
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
担
当
幹
事
(
昭
3
1
年
率
)

大
野
瑛
子
間
&
弛
8
山
室
中
主
掌

中
苅
米
盃
美
周
宝
ド
阜
浅
i
e
山
霊

取
畠
中
も
半
e
争
い

小
川
育
子
助
e
阜
ド
治
ド
半
裁

●
第
5
回
在
京
自
重
会
ゴ
ル
フ
大
会

優
勝
・
年
次
対
抗
の
部
は
「
幼
年
卒
チ
ー
ム
」

個
人
は
鈴
木
昭
久
さ
ん
(
S
O
O
年
率
)

昨
秋
日
月
2
2
日
(
木
)
、
ザ
・
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎
で
行
わ
れ
た
在
京

白
墨
会
ゴ
ル
フ
大
会
は
3
9
名
が
参

加
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
白
熱
し
た

戦
い
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
年
次
対
抗
優
勝
が
「
4
0
年

卒
(
菅
原
克
之
、
戸
溝
聡
、
千
葉
悠
児
、

石
井
充
=
4
2
年
卒
)
」
、
個
人
の
部
は
、

竣
成
の
鈴
木
昭
久
さ
ん

(
2
0
年
卒
)

が
優
勝
し
ま
し
た
。

自重五行歌会は、毎月第1金曜日午後6時30

分から秋葉原で歌会を行っています。参加希
望の方は03-3269-紳20(42年卒・自重五行歌

会代表)までお気軽にご連絡ください。

メーJレSakurac○@leaf○○Cn.ne.jp可。

清
流
の
角
川
は
笑
い

山
々
は
四
季
折
々
化
粧
し

人
の
心
は
温
か
い

思
い
出
が
栖
む
故
郷
は

小
の
オ
ア
シ
ス
だ

伊
奈

裕
(
3
8
居
士
笠

ホ
ロ

ホ
ロ

ホ
ロ

ホ
ロ

鳥
に
な
っ
て

な
き
た
い

夜

山
田
武
秋
(
4
2
集
十
)

ぼ
っ
と
咲
い
た

廿
化
一
輪

小
と
き
め
く

春
の

兆
しだ

い
て
ん
ち
(
3
6
色
女
十
)

烏
や
猫
が
葵
可
っ
て
く
る

草
木
が
話
し
掛
け
て
く
る

孤
独
と
は
こ
ん
な
に
も
賑
や
か
で

心
強
い
も
の
で
あ
っ
た
の
か
?

知
ら
な
か
っ
た

光
平
(
3
1
左
土
牛
)

※卯年11月一08年3月までの作品から抜粋。作者名はペンネームもあります。

●
自
重
五
行
歌
会
2
周
年
記
念
講
演

小
川
達
雄
氏
「
宮
沢
賢
治
の
五
行
の
歌
」

2
月
9
日
自
由
学
園
明
日
館
で
開
催

白
壁
五
行
歌
会
は
発
会
2
周
年
を

記
念
し
、
S
2
2
年
卒
の
作
家
・
小
川

達
雄
先
生
を
講
師
に
迎
え
「
宮
沢
賢

治
の
五
行
の
歌
」
と
題
し
て
記
念
講

演
を
池
袋
の
自
由
学
園
「
明
日
館
」

で
行
い
ま
し
た
。

重要文化財に指定されている池袋・自由学園

「明日館」で行われた自重五行歌会2周年記念講演

●
一
一
一
般
康
道
さ
ん
(
S
4
3
年
卒
)

「
出
会
い
た
い
東
京
の
名
建
築
」

歴
史
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
で
多

く
の
実
績
を
あ
げ
る
著
者
の
、
東
京

の
名
建
築
紹
介
の
本
。
一
冊
あ
れ
ば

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
楽
し
み
も
倍
に
。

手
許
に
お
い
て
活
用
し
た
い
一
冊
だ
。
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